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ファンドの運用実績 

基準価格・純資産額の推移 

期間 2014／11 2014／12 2015／1 2015／2 2015／3 2015／4 設定来 

騰落率 －1.76％ －2.25％ －2.04％ －0.32％ －0.13％ －1.09％ －40.14％ 

計算期間末日 分配金（1口当り） 

2014年   5月末 － 

2014年   8月末 － 

2014年 11月末 － 

2015年 2月末 － 

※設定時の基準価格は1万円です。 

2015年4月末現在 

 

基準価格：5,985.97円 

 

純資産額： 117百万円 

直近4計算期間の分配金額 

※各計算期間末日の基準価格が当初基準価格の 

1万円を超えると見込まれる場合、超過分を限度に 

配当が行われる場合があります。 

直近6ヶ月の月間騰落率推移 
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ける運用および公社債等債券投資を行ないますので、商品先物市場およびデリバティブ市場の価格動向ならびに金利動向や為替相場の変動等による影響を受け基準価格が上下し、投資元本を
割り込むことがあります。●本ファンドに生じた利益および損失はすべて受益者に帰属します。●お申込みにあたっては、販売会社より契約締結前交付書面をお渡ししますので、必ず内容をご確
認のうえ、お客様ご自身でご判断ください。 
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原油

銀
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銘柄ごとの損益の寄与度

運用概況①～海外商品先物取引～ 

作成基準日時点の配分状況 

銘柄別の損益寄与度 
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 上記損益の寄与度は、2015年4月度の各銘柄の月間損益（絶対値）を 

 分母として割合を算出したものです。 

 

 当プログラムは今月、銀、原油、天然ガスの取引を行いました。ドル高ユーロ安が
一服するにつれて金銀が上昇したところを上限として反転売りした銀は、その後順調
に下落したためプラスで決済となりました。60ドル付近まで上昇した後反転した原油
も同様に売りましたが、こちらはしばらく横ばいの後上昇したため決済となりました。
非需要期に入った天然ガスは2.6ドル台まで売られた後2.7ドルまで回復してきたため
買いましたが、その後再度安値を探る動きとなり決済となりました。結果として、銀の
プラスが大きかったため合計で若干のプラスとなりましたが、報酬控除後に若干のマ
イナスとなりました。 

 
 4月度の国際商品市場は、エネルギーセクターの上昇を除いて横ばいか下落とな
りました。貴金属市場において金は、米連邦準備理事会(FRB)による利上げを巡る
思惑や、ギリシャ債務問題、ドル通貨の動きなどで上下にぶれましたが、月次では
ほぼ横ばいとなりました。エネルギー市場においてWTI原油は、イランの核問題協
議が枠組み合意に達したことや、原油在庫が大きく積み上がっている事から、50ド
ル付近の低い水準で推移しておりましたが、リグ（掘削機械）の停止が大幅に進ん
だことでシェールオイルの生産調整が効いてくるとの期待や、ガソリン需要期に向け
て需要増への期待、またイエメンの空爆に見られる地政学的なリスクの増大などか
ら、60ドル台に上昇回復いたしました。穀物市場において米国産大豆は、米農務省
統計で期末在庫予想が上方修正されたことから一旦下落しましたが、中国が景気
刺激策を行っていることで、中国向け輸出が拡大するのではとの期待が大きくなっ
たことや、現物市場が少し回復してきたことから上昇し、月次ではほぼ変わらずとな
りました。その他、銀やとうもろこし等は買い材料に乏しく下落しました。なお、国際
商品指標であるCRB指数は前月末比約8.3%、ブルームバーグ商品指数（旧 DJ-
UBS指数）は同約5.7%上昇しました。 

市況 

  
 マーケットデータを綿密に分析し、独自に開発した売買ロジックを過去データに基づ
いて検証する中で、一定の優位性が認められた売買プログラムをベースとしたシステ
ム運用により、中長期的に安定的な収益の確保を目指します。 

運用概況 

運用方針 

※ 当月末は、全ポジションをクローズしたため、 
     資産配分状況表はございません。 



運用概況②～有価証券等投資・デリバティブ取引～ 

【有価証券等投資】 

保有銘柄一覧 
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 ※新規の債券投資は行いませんでした。 
【当月の新規投資】 

銘柄名 国名 種類 格付 発行日 償還日 額面 利率 月末評価額 

― ― ― ― ― ― ― ― ― 

銘柄名 国名 種類 口数 月末評価額 

― ― ― ― ― 

【債券】 

【その他有価証券】 

 

 当月は債券、その他有価証券への新規投資は行いませんでした。 

運用概況 

  

 4月度の海外株式市場はまちまちな展開となりました。米国株式市場は米国利上げ観
測やギリシャ問題など不確定要因が多く、レンジの中で上下に大きく変動を繰り返しまし
たが、原油価格の上昇とともにエネルギー株が上昇したほか、2015年1-3月期決算の
好業績企業が牽引したため、月次で若干の上昇となりました。 
欧州株式市場は、3月15日の金融緩和実施以降4月も順調に上昇していましたが、ギリ
シャ債務をめぐる懸念などをきっかけに利益確定の動きとなり下落しました。 

市況 
 

今後もマーケット状況を注視し、新たな投資先を検討していきます。 

 

運用方針 



お申込みメモ 
ファンドの名称 ＭＦオープン 「愛称：スペードのＡ」 

申込単位 50万円以上、1万円単位 

1口当たりの購入価格＝購入基準日における基準価格 

（当初基準価格1万円） 

基準価格：1口当たりの純資産額を表し、平成21年9月1日
の運用開始当初は1万円から始まり、その価格は日々変
動します。 

販売手数料 申込金額に3.24%の料率を乗じた金額（消費税込み） 

募集期間 平成21年9月1日（火）から平成26年8月29日（金）まで 

申込方法 購入申込書に必要事項をご記入・ご捺印の上、 ばんせい 

証券株式会社（以下「販売会社」といいます。）の本支 

店へご提出いただく方法にてお申込みいただけます。 

 《申込期限》 

募集期間内の毎週金曜日正午（営業日でない場合は前営 

業日） 

※販売会社にて証券取引口座を開設されていないお客様 

につきましては、お申込み前に販売会社にて証券取引口 

座を開設する必要があります。  

払込方法 下記払込期限までに申込金と販売手数料の合計額を販 

売会社が指定する銀行口座へお支払いください。 尚、送 

金に掛かる手数料は投資家のご負担となります。 

 《払込期限》 

申込期限日の午後３時。販売会社におけるお客様のお振 

込専用口座において、払込期限の午後3時までにご入金 

の確認がとれたお申し込み分について有効となります。  

購入基準日 追加募集における購入基準日は、払込期限日と同日と 

なり、当該日の基準価格が、追加募集時の購入価格と
なります。なお、基準価格は 翌営業日に確定し、販
売会社のホームページに公表されます。  

契約締結時書面 ご契約の際には、金融商品取引法第37条の4に規定さ 

れる「契約締結時交付書面」をよく読み、購入しよう 

とするファンドの内容を十分にご理解ください。  

契約の解除 本ファンドは、金融商品取引法第37条の6に規定され
る契約の解除は適用されません。但し、商品ファンド
関連信託受益権販売契約を締結した投資家は、払込期
限日の前日までに書面により販売会社へ通知すること
によって、当該契約を解除することができます。  

信託終了日 信託終了日は平成27年8月31日を予定しています。ま
た、一定の要件により、繰上償還を行う場合もありま
す 。 

中途解約 平成22年3月1日(月）から平成26年8月25日(月）までの中
途解約期間中、毎月25日（休業日の場合は前営業日）を
締切日とする中途解約が可能です。  

但し、最初の購入時の購入基準日から6ヶ月目の応答日
の前日までの期間は中途解約を申込むことはできません。  

公租公課 本ファンドにより得られる収益は、利子所得として
20.315%（所得税15.315%、地方税5%）の税率で源泉徴
収いたします。  
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手数料・費用・リスク 

販売手数料 申込金額に3.24%の料率を乗じた額（消費税込み）
販売手数料は、申込金と併せて販売会社が指定する
銀行口座へお支払ください。 

解約留保金 中途解約を行う際、解約償還金に0.25%を乗じた金
額が解約留保金として差し引かれ、ファンド資産に留
保されます。 

信託報酬 信託財産の純資産額に年率0.5%の料率を乗じた金
額（但し、計算期間毎の最低信託報酬額は125万円）
を受託者に対して支払います。  

営業者管理報酬 匿名組合の運営、管理等の報酬として組合財産の純
資産額に年率2％を乗じた金額を営業者に対して支
払います。  

投資顧問管理報酬 商品投資顧問業者及び投資運用業者に対し、運用委
託額に年率0.5%を乗じた金額を支払います。  

投資顧問成功報酬 商品投資顧問業者及び投資運用業者に対し、計算期
間毎に、過去の計算期間末運用収益累積額の超過
額の15%を成功報酬として支払います。  

先物取次手数料等 商品先物取引等の執行に対する取次手数料として、
取引の都度、取次会社に対して支払います。主た
る運用を行う米国市場では、1取引単位当たり往
復で20米国ドルを上限とします。  

その他費用 営業者の維持費用、監査費用、その他実費で支払
う弁護士費用や銀行送金手数料などファンドの運
営上必要となる費用が、本ファンドより支払われ
ます。  

 本ファンドは、匿名組合型商品ファンドを通して、主として海外の商品
先物市場へ投資を行います。また、国内外のデリバティブ市場への投資や
公社債等の債券投資も行います。  

価格変動リスク 本ファンドは、商品先物市場、デリバティブ市場
の価格動向並びに金利動向や為替相場は、世界中
の政治・経済・社会情勢、天候や気候の変化、そ
の他様々な要因により変動するため、本ファンド
の基準価格はこれらの価格変動の影響を受け、大
きく下落することがあります。  

信用リスク 本ファンドは、投資家の申込金を本ファンドに関
連する会社等を経由し留保するため、これら関連
会社等の倒産などを理由とする損失により、投資
元本の一部もしくは全部を失うおそれがあります。   

元本リスク 本ファンドは、投資元本および利回りが保証されたも
のではなく、発生することのある損失は全て投資家に
帰属します。その結果、投資元本の一部もしくは全部
を失うおそれがあります。 

商品ファンド特有リスク 上記の他、「先物取引に係る投機性」「先物取引の資
産運用効率」「先物取引の流動性」「ファンドの構成員
に係る信用リスク」等の商品ファンド特有のリスクがあ
ります。詳細は契約締結前交付書面を必ずご確認く
ださい。 

本ファンドに係る手数料 

本ファンドに係る費用 

本ファンドの主なリスク 
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